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胞質突起によ り,膠 原線維および弾性線維か らなる
細網線維を取 り囲んでお り,こ れを指標 とす ること
によ り電子顕微鏡下にマクロファージと区別するこ
とが可能 であ る1)。細網細胞は リンパ管経 由で リン
パ節に流入 してきた異物あるいは リンパ節 内で肥満
細胞か ら放出された穎粒をファゴサイ トーシスある
いはパイ ノサイ トーシスによ り取 り込む機能を有 し
ている2)。したが って,細 胞内に蓄積 し,毒 性を示
さない物質を取 り込ませ,こ れをマーカーとしてそ
の存在を経時的に調べることに より細網細胞の ライ
フスパ ンすなわち細網細胞の寿命を検討 した。 マー
カーとしては,鉄 を含み電子顕微鏡下に観察が容易
で,細 胞内に長期間残存することが期待 され るフェ
リチンを用いた。
II.実 験 材 料 ・方法
 3～4週 齢 の ウ ィス タ ー ラ ッ ト20匹(体 重150～
250g)を 使 用 した 。 リン酸 緩 衝 生 理 食 塩 水 に1
mg/mlの 濃 度 で溶解 した ウマ フ ェ リチ ン(Cappel)
を両 側 後 肢足U¥部 皮 下 に0.lmlつ つ投 与 した 。投
与,5分,30分,2時 間,24時 間,48時 間,14日,
21日,3ヵ 月,6ヵ 月及 び1年 後 に ラ ッ ト2匹 を エー
テル麻 酔下 に開胸 し心臓 よ り環流 固定 した。環 流 固
定液 は2%グ ル タル アル デ ヒ ドー2%パ ラ フ ォル ム
アルデ ヒ ド溶液(10%ス クロース含有0.1Mカ コジ
ル酸 緩衝 液)3)300m1を 用いた。 両側 の膝窩 リンパ
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節を摘出,細 切後同組成の固定液中,4℃ で1時 間
固定 した。10%ス クmス 含有0.1Mカ コジル酸緩
衝液で洗浄後,1%酸 化オス ミウム(同 緩衝液)で,
4℃,1時 間後固定を行 った。エ タノール シリーズ
で脱水,酸 化 プロピレン置換後エポキシ樹脂に包埋
した4)。超薄切片を作製後,常 法に したが って酢酸
ウランークエ ン酸鉛の二重染色を施 し電子顕微鏡 で
観察 した。 リンパ洞の細網細胞 とマ クロファージを
観察対象 とした。
III.結 果
 投与5分 後には,少 量のフェリチ ン粒子を取 り込
んだエ ンドソーム及び多数の飲み込み小胞を持つマ
クロファージが観察 された。 フェリチン粒子はエ ン
ドソーム膜に沿 う周縁部に局在 していた(写 真1)。
これ らのマクロファージは足蹟部位 よ りリンパ管経
由で流入 したものと考 えられ る。細網細胞には顕著
なエ ン ドソーム及び飲み込み小胞は認められなかっ
た。




 投与2時 間後には,フ ェリチ ン粒子が内腔に一様
に分布 しているエンドソームを持 ったマクロファー
ジが認められた。細網細胞には多数 の飲み込み小胞
及び フェリチ ン粒子が散在す るエ ン ドソームが認め
られ た。マ クロフ ァージ及び細網細胞内 のエ ン ド
ソーム数及びエ ンドソームに集積す るフェ リチン粒
子共に,経 時的に増加 していた。





































































































































































1) K. Miyata， K. Takaya: Cell αnd Tissue Res.， 
220，445 (1981) 
2) K. Miyata， K. Takaya: Cell and Tissue Res.， 
240，49 (1985) 
3) ]. M. Karnovsky: J Cell Biol.， 27， 137 A (1965) 
4) H.]. Luft: J Bioρhy. Biochem. Cytol.， 9， 409 
(1961) 
5) D. E. Kelly， R. L. Wood， A. C. Enders: Bailey' 
Textbook of Microscopic Anatomy， 18 th ed， 
438 (1984) 
6) T. Fujita， M. Miyoshi， T. Murakami: Z. 
Zel抑rsch.，133， 147 (1972) 
7) W. R. Sagebiel， H. T. Reed: J Cell Biol.， 36， 
595 (1968) 
8) U. Kiistala， K. K. Mustakallio: Z. Zen向rsch.，
78， 427 (1967) 
9) K. Miyata， K. Takaya: Histochemistη， 83， 201 
(1985) 
10) L. 1. Cameron: Texas Reρ. Biol. Med.， 28， 203 
(1970) 
